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水道における PFOS 及び PFOA に関する調査の結果について 
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PFAS の小冊子進呈中！ 
PFASとはPFOSやPFOAなどの有機フッ素化合物の総称で、撥水、撥油性を有し、難分解性で
安定しているために、様々な製品に使用されてきました。しかし、その安定性から環境中の 
残留性や生体内への蓄積性が問題視され、国内外で規制の動きがあります。 
当社では、PFAS の規制などに関する情報を小冊子としてまとめ、希望者に進呈いたします。 

環境省と国土交通省が共同で実施した「水道における PFOS 及び PFOA に関する調査」のうち、

水道事業及び水道用水供給事業※１の 2020 年度から 2024 年度（2024 年度は 9月 30 日時点） 

までの結果について公表されました。 

調査の結果、PFOS 及び PFOA の水質検査を実施した事業の数は毎年増加しており、2020 年度か

ら 2024 年度までに検査を行ったことがある事業数は 2,227 事業でした。検査の結果、暫定目標

値※２を超過した事業は、2020 年度は 11 事業ありましたが、年々減少し、2023 年度は 3事業、

2024 年度（9 月 30 日時点）は 0 事業でした。なお、2023 年度までのいずれかで暫定目標値を 

超過した全 14 事業において、最新の検査結果では、全て暫定目標値を下回っていました。 

日本の水道の給水人口に対し、今回の調査において、暫定目標値以下の水質の水道水が確認 

されている給水人口の割合は 98.2％※4でした。本調査結果については、水質基準逐次改正検討

会等における水道水質に関する目標値の検討に活用されます。また、専用水道※4の回答結果に

ついては、現在集計中のため、取りまとめ次第公表される予定です。 

※1 水道事業、水道用水供給事業：水道法第３条第２項に規定する水道事業、同条第 4 項に

規定する水道用水供給事業。いずれも、水道法に基づき国土交通大臣又は都道府県知事の認可が

必要であり、主に市町村・都道府県により経営されている。

※2 PFOS 及び PFOA の暫定目標値：2020 年度に水質管理目標設定項目に位置づけ、暫定目標値

として、PFOS 及び PFOA の合算で 50ng/L を設定。体重 50kg の人が水を一生涯にわたって毎日

２リットル飲用したとしても、この濃度以下であれば人の健康に悪影響が生じないと考えられる

水準を基に設定されたもの。

※3 残り 1.8%は、今回の調査において、検査未実施、未回答の水道事業（受水元の水道用水供

給事業の検査結果が暫定目標値以下の事業は除く。）のほか、専用水道による給水人口が含まれ

る。

※4 専用水道：水道法第 3条第 6項に規定する自家用水道等

当社では、水道水中の PFOS 及び PFOA の分析を行っています。詳しくは、当社分析担当者 

(フリーダイヤル 0120-01-2590）までお気軽にお問い合わせください。
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